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適用範囲
ヨーグルト・市乳・デザート（プリン・ゼリー等）・ロングライフ製品（ジュース類を含
む）の製造
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基本方針

【環境理念】

私たち明治グループは、自らの事業が豊かな自然の恵みの上に成り立っていることを認識
し、持続可能な社会の実現に貢献していきます。そのために、地球環境と事業活動との調和
を図り、環境に配慮した企業経営を推進していきます。

【環境方針】
明治グループは、明治グループ理念および明治グループ環境理念を実現するために、以下の
環境方針に従って事業活動を展開します。
法令順守

1．国内外の環境にかかわる法令、条例、ステークホルダーとの協定、業界規範、
自主基準を遵守します。
環境保全活動のスパイラルアップ

2.環境マネジメントシステムを効果的に運用し、継続的な改善を図ります。
環境負荷低減
3.商品の設計から廃棄に至るライフサイクル全般及びあらゆる事業活動において、
生産性の向上、省資源、省エネルギーを推進し、環境負荷低減を図ります。
生物多様性の保全
4.あらゆる事業活動において、グローバルな視野を持って生態系に配慮し､生物
多様性の保全に努めます。
環境マインドの醸成
5.自然を敬い、自ら進んで環境を考え行動する従業員を育成し、環境理念の実現を
図ります。
社会との共生及びコミュニケーション

6.社会との対話や、環境活動への参画により、社会との共生を図ります。
また、環境情報を適切に開示し、社会とのコミュニケーションを図ります。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくための目標（以下「目標」
という。）

2010年度目標は、

①電力便用量09年度比５％削減
②ガス使用量09年度比３％削減
③水の使用量09年度比３％削減
④CO2排出量09年度比５％削減
⑤産業廃棄物09年度比３％削減

目標を達成するための取組の内容

目標の①～⑤の項目に対して、

･生産機械の稼働率の向上と安定稼働による省エネルギー（①～⑤）
･原材料ロスの削減による環境負荷低減（⑤）
､配送車の配送効率化によるCO2排出量削減（④）
･配送者運転手の控室新設による、アイドリングゼロ化（④）
上記の取組みを行った。

目標を達成するための取組の進捗状況

上記の、目標達成に向けた取組内容の進捗状況は、

･生産機械の稼働率の向上と安定稼働による省エネルギー→継続取組中
･原材料ロスの削減による環境負荷低減→継続取組中
･配送車の配送効率化によるCO2排出量削減→配送効率化を実施、運用中
･配送者運転手の控室新設による、アイドリングゼロ化
→配送員控室を新設。アイドリングストップ活動を運用中

目標を達成するための取組の成果及び当骸成果に対する評価

2010年度目標に対して

①目標：電力使用壁09年度比５％削減→実繍：3.9％削減
②目標：ガス使用量09年度比３％削減→実績：6.3％増カロ
③目標：水の使用量09年度比３％削減→実績：3.9％増加
④目標：CO2排出量09年度比５％削減→実績：3.8％増ｶロ
⑤目標：産業廃棄物09年度比３％削減→実績：5.0％増加
と大部分で増ｶﾛしている。増加に関しては新生産ラインの導入によるものであり、 既存ライ
ンについてはエネルギー、環境負荷の低減は進んでいると評価している.引続きＩＳＯ活動
を通して、省エネルギー、環境負荷低減に努めていく。

事業活動に係る法令の遵守の状祝

毎年、内部監査で実施している。専門家による精査を今年度受診する予定。

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

毎年マネジメントレビューを年度の切り替わり時に実施している。


